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歯の喪失とそのリスクファクターへのアプローチ
Incidence of and approach to risk factors for tooth loss

歯の喪失は、咀嚼を始めとする口腔機能を阻害する要因の一つである。しかも歯数という口腔保健指標
は、その地域や個人のう蝕と歯周病という口腔疾患の罹患状況を反映するばかりでなく、population
approachとしてもhigh-risk approachにおいても、本人にも測定可能で、逆戻りのない強固な指標である。
また、この歯の喪失は、単に口腔機能の低下をもたらすばかりでなく 1，2）、QOL3，4）、栄養摂取状況 5〜7）、

身体機能 5，8）、身体症状 9）、そして生命予後 10〜14）にも影響することが報告されるようになってきている。す
なわち、歯数あるいは歯の喪失状況は、口腔保健にとどまらず、全身の健康状態に関連する保健指標のひ
とつとなる可能性がある。

一方、歯の喪失状況は、わが国をはじめ先進諸国で明らかに改善している傾向にある 15）。しかし世界的
に進展する人口の高齢化の中で、いまなお、無歯顎者や多数歯を喪失する者もみられる。実際、わが国に
おいて「20歯以上を有する人の割合の30年間の変化」をみると、60〜64歳の年齢では、この30年間で20
歯以上持っている人の割合は約40％から80％へと倍増している。高齢者と言えば、歯を失った年齢集団と
とらえていた“少歯高齢社会”から“多歯高齢社会”への変化のスピードは速く、このような時代に対応
した歯科医療の技術進歩が求められている。
また、人口減少社会に入ったわが国おいても、団塊の世代が高齢者として過ごす今後約20年間は、高齢
者の実数は変わらず、相対的にその割合はむしろ高まる。保持されている歯数によって、歯科受療率が影
響してくることはこれまでも指摘されており、歯の保存状況の改善と相俟って高齢者の歯科受診率自体が
高まると予測される。この人口構造の変化がもたらす高齢者数の増加と口腔保健の改善を背景とした歯科
受療率の変化は、超高齢社会における歯科医療提供像を考える原点である。そしてここでさらに考察しな
ければならない点は、高齢者が暮らす時間の延長とこれまでの疫学や臨床データが示す歯の喪失パターン
からみた口腔保健サービスおよび歯科医療の提供像である。1985年以降、わが国は世界で最長寿の国とな
っており、65歳以上の高齢者を前にして、私たちは、20年近くの予後を考えなから、歯科医療や口腔保健
施策を考えなければならない。

歯の喪失の直接的な原因は、主にう蝕と歯周病に代表される口腔疾患である 16）。しかしながら、口腔疾
患だけでは、歯の喪失のメカニズムを十分に説明することはできない。たとえば、歯の喪失原因としての
歯周病については、その影響については、必ずしも大きな要素とは言えないという指摘がある 17）。また、
歯科医療機関における抜歯原因調査をみると、歯の喪失原因として、その割合はう蝕が歯周病よりも若干
高い 18）。しかも、この種の分析のなかでは、人単位と歯単位の測定という課題 19）から、歯単位の分析では、
なお歯周病の歯の喪失に対する影響は過大評価されている可能性があると考えられる。
確かに、歯科受診による歯周病のメインテナンスが、成人期以降の歯の喪失を制御するという報告は多
く 20，21）、歯の保持のためのプロフェッショナルケアの位置づけは重要である。しかしながら、歯科医療提
供が十分とは言えない国、地域あるいは時代には、歯周病の専門的なメインテナンスは期待できない。そ
して、そのような地域や時代で、明らかにされる歯の喪失パターンから、その要因を追究することは、よ
りグローバルで効果的な歯の喪失防止のための施策と歯科医療技術の発展に貢献していくものと考えられ
る22〜26）。
歯の喪失リスクに関しては、口腔と全身との関係 27）およびcommon risk factor approach28）の観点から、

喫煙などの生活習慣、糖尿病をはじめとするNon communicable diseases（NCDs）、社会経済的要因などが
報告されている 29〜31）。また歯数や咬合状態もその後の歯の喪失リスクに関連する 16，32，33）。歯の喪失状況を
さらに改善し歯を残すための技術と科学を発展させていくためには、う蝕と歯周病という直接的な原因へ
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の対処ばかりでなく、歯の喪失を全身の健康状態、生物学的および社会経済的要因、歯の残存状態などの
複合的な現象34）として捉えることが必要である。

歯の喪失の自然史、歯の保持をめぐる生物学的な宿主要因、口腔機能の加齢的変化、歯の喪失を制御す
る歯科医療技術、歯数と歯科医療需要、歯の喪失防止に対する人々の心理的インパクトなど、まだまだ追
究されなければならない課題は多い。歯の喪失防止に関して、これまでの口腔疾患の予防という対応に加
えて、リスクファクターを明らかにし、それに対する効果的で効率的な対策が、医療・歯科医療および口
腔保健の分野で今後さらに進展していくことが期待される。
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